
























































































































    図 6 研究対象別の文献数年次推移 
 
 
    図 7 看護教員・指導者対象の文献の種類 
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表 2 看護教員・指導者を研究対象とした原著論文  23 件 
  内容 件数 表 1の文献番号 
研究目的 
 
教員の経験を明らかにする 14 1 3 4 5 10 11 12 13 14 15 16 19 21 22 
教員の役割を構造化する 2 6  7 
教員が得たものを明らかにする 2 17 18 
教員の課題を明らかにする 1 9 
教育的なかかわりを構造化する 1 22 
学生指導の一助とする 1 2 
その他 2 8 20 
リフレクション
の定義 







1 6 7 9 10 13 15 16 17 19 23 
1 10 13 15 16 17 19 23 
リフレクション
の内容 
講義法の授業 9 1 10 11 15 16 17 19 20 23 
実習指導 8 2 3 4 6 7 12 13 22 
研修 4 8 9 18 21 
演習 1 5 





自由記述 8 3 4 10 11 15 17 19 21 
カード構造化法 5 1 11 13 14 16 
半構成的面接・インタビュー 4 2 5 9 12  
事例 2 6  7 
内観記録 2 22 23 
リフレクションシート 1 18 
その他 4 3 8 20 22 
分析方法 内容の類似性でカテゴリー化 9 4 5 7 11 12 15 17 18 21 
カード構造化法 5 1 11 13 14 16 
記述内容の整理 4 3 10 19 20 
内観記録の整理 2 22 23 
尺度・得点 1 8 
その他 3 3 8 20 
結果 
(数はのべ数) 
看護教員指導者としての自己の気づき 8 1 9 15 16 17 18 19 21  
授業改善の手がかり 7 1 6 16 17 19 22 23  
授業リフレクションの重要性・意義 5 1 14 16 22 23 
経験を意味づける 4 3 10 12 13 
看護教員と実習指導者の変化・成長 4 3 8 11 12 
看護教員としての役割・意識の向上 3 2 4 5 
看護教員同士が学びあう姿勢 3 1 15 17 
看護教員として大切な視点を意識する 3 14 22 23 
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